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特集　誰でもキマル！プリント基板製作DVD

　本稿では，フリーで定評のあるプリント基板CAD 
KiCadを使い，回路のデータ作成から発注/動作確
認までの流れを解説します．
　図1は今回KiCadで作成したトランジスタ・チェ
ッカの基板レイアウトの3D表示です．写真1は部

品実装後トランジスタ・チェッカを動作させている
ところです．
　プリント基板を作ると，シンプルな回路であって
も，格好良くコンパクトに作れます．

写真1　部品実装後トランジスタ・チェッカを動作させていると
ころ（実機）

図1　プリント基板CAD KiCadで作成が完了したトランジス
タ・チェッカ基板の3D表示
基板のレイアウトが完了するとパソコン上で部品実装後のイメージをつ
かめる．本章では本器をKiCadで作りあげるためのデータ作成方法か
ら発注/動作確認までの流れを紹介する

部品どうしの接触が
ないかチェックする

基板CAD上で配置した部品データが
指定どおりの形状か確かめる

3Dライブラリがない部品は
フットプリントだけが表示される

● プリント基板を作るソフトウェアCADを使う
　CAD（Computer-Aided Design）は，建築，土木，機
械，半導体など，およそ「設計」と名の付く分野すべて
で使われている，コンピュータ上で動作するツールで
す．
　CADでは，設計図と3D表示，シミュレーションな
どのデータが連携しています．後工程（組み立て，製
造など）で必要なデータを自動的に作り出します．
　プリント基板CADは，電子基板設計用のCADです．
回路図を描いた後，プリント基板設計，基板製造，部
品実装へとデータが受け渡されて行きます．
　図2に回路設計から基板を発注するまでの一連の流
れを示しました．
　図2では，手描きの回路図からスタートしています．
プリント基板CADの回路図エディタの入力から始め
ても構いません．実験段階できちんとした回路図を描
くというのは結構面倒です．
　図2の点線内は，KiCadで行う主な作業の順番を表
します．プリント基板を作るためのほとんどの作業は
KiCadで行います．
　最後の作業は基板発注データ出力です．基板メーカ
への発注後，基板入手，部品実装，動作試験となりま
す．
　設計の現場では2〜3回の試作と基板発注を行いま
す．今回は部品が数点のシンプルな回路を作るので，
1回で成功させたいところです．

1 回路図入力

● 回路の準備
　図3は，本誌2016年1月号で紹介したトランジスタ・

チェッカの回路です．
　この回路図を見ながら，KiCadの回路図エディタで
回路を描きます．図3のTrXとTrYは，コネクタなので，
KiCadの回路図も実際に即して描きます．図3は紙に
描いた回路と同じです．

● 回路図とレイアウトの部品データを結びつける
　KiCadなどの基板CADでは，図4のような回路図
とプリント基板レイアウトの対応付けを行います．
　図4のトランジスタTr1は回路図シンボル（KiCadで
はシンボル＝回路記号のことを「コンポーネント」とい
う）です．これをトランジスタの足の幅をもった三つ
のランドに結びつけます．同じように，抵抗R3 は，
基板に対して並行に取り付けたときの幅のランドに結
びつけます．図5に部品のフットプリントの概念を示
します．
　フットプリントは，基板に抵抗やトランジスタを取
り付けて配線するための足場のことです．図5のよう
に 抵 抗 を 取 り 付 け る と き の 足 の 間 隔（ こ こ で は
7.5 mm）があります．周辺に銅はくリングを持った丸
穴（ランド）が並んでいます．抵抗やトランジスタの外
形，極性やピン名，参照記号の印刷イメージ（シルク
という）なども含めてフットプリントと呼びます．

図3　基板作りのターゲットはコレ（トランジスタ・チェッカの
回路）
TrX（NPN）をTrYに差し替えるとPNPがチェックできる
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図2　手描きの回路図作成から基板発注までの流れ
プリント基板CAD KiCadでは主に点線内の作業を行う．パソコンとインターネット接続環境があれば基板発注まで行うことができる
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図4　コンポーネントとフットプリントの関連付け
回路図シンボルを基板エディタの部品データの足（フットプリント）に対
応させる
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  コンポーネント（回路図シンボル）とフットプリント
（基板上の部品の足）の対応付けを行う

図5　基板CAD上のフットプリントと実際の部品との関係
フットプリントは基板に部品を取り付けるための足場部分
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誰でもカッコよくキマル！  
プリント基板はパソコンと
CADだけで作れる

データ作成から発注/動作確認まで，
一連の流れを見てみよう
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